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【社員のレベルアップは通信制で】
  春コース（４月開講） = ２年制
  秋コース（10月開講）=２年制
通信教育科目履習コース（臨時開講）=半年～2ヶ月
詳細はHPよりご確認ください。

【眼鏡技術者への第一歩は全日制で】
●第一眼鏡学科（高校卒）=3年制
●第二眼鏡学科（短大・大卒）=2年制

目指す資格は
国家検定資格「眼鏡作製技能士」

学生
募集中！
学生
募集中！

〒169-0073 東京都新宿区百人町2-26-10
TEL.(03)3360-7046 FAX.(03)3360-7143
http://www.toc.ac.jp

　①1968年4月。2000年に日本眼鏡
専門学校と早稲田眼鏡専門学校が
合併して開校。2004年に校名を東京
眼鏡専門学校に変更。

　②卒業生7,193人（全日制4,126
人、通信教育2,975人、ケッチャム通
信92人）。在校生99人。

　③英会話、心理学、人体のしくみ、
光学入門、光サイエンス、眼鏡光学、
光学機器、眼科学、薬理学、眼のしく
み、屈折測定論、両眼視機能学、眼鏡
作製・調整、フィッティング実習、コンタ
クトレンズ、流通論、眼鏡店マネジメン
ト、メガネとファッション、カラーコー
ディネイト、人間工学、プロダクトデザ
インの基礎、手作りメガネ工房、学内
実習、学外学習など。
　修学旅行（国内フレーム・レンズ工
場見学）。

　④実践的な眼鏡技術者・眼鏡店経
営能力者の育成と人格面での形成を
目指す。
　▽3年制カリキュラムと少人数制の

授業▽眼鏡店等でのインターン制度
により、実践力を強化▽クラスアドバイ
ザーによるきめ細やかな勉学・生活指
導▽ガイダンスや企業研究など万全
の就職指導。

⑤2020年度より通信教育において、
ビデオ受講を多数取り入れ、従来の
スクーリングと併用して、より受講しや
すい形をとった。また、通信教育では
2022年度より科目履修コースを新設
し、眼鏡作製技能検定試験に向けて
学びたい科目だけをピンポイントで短
期間で学べるようにした。

⑥2024年度の就職希望者は全員就
職した。2025年度は、就職希望者は
全員内定済み。

　⑦専門学校卒業生の強みである実
践力を増々強化し、即戦力の眼鏡技
術者を養成したい。
　▽学生の教育水準を引き上げ、実
践的な技術者を輩出する▽国家検定
資格「眼鏡作製技能士」の取得を目
的とする教育を目指している。

①設立年月日
②卒業生数、在校生数
③カリキュラム
④教育方針
⑤この１年間の自校の変化
⑥昨年度就職状況、今年度就職展望
⑦今後の教育展望
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教育現場の現状と将来教育現場の現状と将来教育現場の現状と将来教育現場の現状と将来教育現場の現状と将来

東京眼鏡専門学校東京眼鏡専門学校東京眼鏡専門学校東京眼鏡専門学校
　㈱NEXT（東京都港区芝大
門、代表取締役:鈴江将人）は、
11月にプロジェクトが終了した
日本語完全対応の最新AIス
マートグラス「LAWAKEN AI 
Chat City」について、「AI議事
録」機能の大幅アップグレードの
内容を公表。
　同製品は1,000人を超える支
援者を獲得し、支援総額は
2,000万円を突破。多くの支援
者様から寄せられた声を反映す
る形で、AI議事録機能を日本の
ビジネスシーンに最適化した独
自仕様へと進化させた。
　ユーザーと共に創り上げる次
世代デバイスとして、新たなス
テージを目指す。今回のアップグ
レードでは、支援者から多数寄
せられた要望に応え、AI議事録
機能を日本のビジネスシーンに最適化
した。
　①記録中の録音可視化により波形表
示で録音状況をリアルタイム確認可能。
　②全会話の完全文字起こしで聞き逃
した内容も後から確認できる仕様へ。
　③要約精度の大幅向上では見出
し・要約・原文をタブで整理し、必要な
情報へ瞬時にアクセスできるよう改良。
　「ちゃんと録音できているか不安」
「重要な発言を聞き逃した」「膨大な議
事録から情報を探すのが大変」といっ
た現場の声に応えた、実用性重視の
アップデートとなっている。
　海外ではすでに注目を集め、CESや
IFAなどの国際展示会でも高い評価を
受けているLAWAKENのスマートグラ
ス「AI Chat City」。
　開発元であるLawaken Technolo-
giesは、2021年の設立以降スマートア
イウェアのパイオニアとしてAIとARを融
合した開発に注力し、生活の質と効率
を高めるインテリジェントグラスを追求
してきた。「翻訳機・イヤホン・レコーダー

をまとめ、会話を止めない」ことを
目的に開発を進め、海外展示会
で得たフィードバックを反映。独自
AIモデルやChatGPT・Gemini・
Claudeを最適化し、128言語翻
訳や会議要約、AIアシスタント機
能などを兼ね備え、なおかつ約
40gの軽量設計を実現した。
　日本初上陸に際し、日本市場

向けに音声認識を最適化。完全
日本語対応の新改良モデルへと
生まれ変わった。
　また、スマートグラスの難点で
あった固い見た目も、「日常に溶け
込む」7種の着脱式フレームへと
進化。通勤・出張など多様なライ
フスタイルに寄り添うデバイスとし
て、日常的にAIを活用したいビジ

ネス層を中心に
期待されている。
　「LAWAKE-
N AI Chat Ci-
ty」は、AIを搭載
した次世代ス
マートグラス。耳
元でのリアルタ
イム翻訳や議事
録作成、AIアシ
スタントとの対
話を可能にする

ことで、従来のメガネに新しい価値をプ
ラスした。フレームとテンプルは着脱可
能で、シーンや好みに応じたカスタマイ
ズも自在。『日常に溶け込みながらも国
際的に活躍できる』という思想のもと開
発された、革新的なアイウェアだ。
　またフレームは人気の高い7種類を
採用。度付き対応はもちろん、サングラ
ス仕様でも活躍し、ファッションと先進
技術を両立。ビジネスシーンに馴染む
スタイルからカジュアルまで、最適な1
本を選べる。
　海外では、欧米・アジアを中心にす
でに数万台以上を販売。クラウドファ
ンディングでは目標額を大幅に上回
り、ビジネスパーソンや語学学習者か
ら高い評価を獲得している。
　試用・利用者は、海外出張の多いビジ
ネスシーンからインバウンド従事者の日
常使いまで高評価。実際に試用した利用
者から「翻訳のスピードと精度に驚いた」
「会議の議事録が自動で残るので作業
効率が大幅に上がった」といった声が寄
せられている。

最新AIスマートグラスLAWAKEN
「AI議事録」大幅アップグレード

　次世代デバイスのARグラス用
ディスプレイおよび空間認識エ
ンジンの開発を手がけるCellid
㈱（東京都港区、代表取締役：
白神賢）が、拡張現実（AR）グラ
スの新たなリファレンスデザイン
（検証用モデル）のグリーンとフ
ルカラーの2モデルを発表した。
　グリーン単 色モデルは
Cellidが世界で初めて量産化
に成功した最新のプラスチック
製ウェイブガイド（ARグラス用
ディスプレイレンズ）を搭載し、
フルカラーモデルはガラス製ウェイブガ
イドを搭載。また、両モデルともワイヤレ
スでデザイン性に優れ、軽量メガネ型
ARグラスとなり、企業のDX推進から
日常生活での活用まで、幅広いシーン
に対応し、注目されている。
　両モデルは、国内外の顧客からのAR
グラスに対するニーズと多様化する使
用用途に的確に対応するため、Cellid
のARグラス開発で培われた最新技術
と、各パートナー企業の豊富な製品開
発ノウハウを融合して誕生。従来のAR
グラスのイメージを一新するスタイリッ
シュなデザインと、多様な用途に対応す
る高い実用性を兼ね備えている。
　全モデルに両眼ARディスプレイと視
野角（FOV）30°を採用し、屋内外での
高い視認性と自然な視界を実現。さら
に、最大3000nitのMicro-LEDプロ
ジェクターにより、情報がくっきりと表
示される。加えて、それぞれCellidが独
自開発した最新のプラスチック製とガ
ラス製ウェイブガイドを採用し、軽量性
と光学性能の両立を成している。
　代表取締役社長CEOの白神氏は
「AR技術は今、社会実装の段階に突
入。特に、ARグラスに不可欠なウェイブ
ガイド技術においては、光学性能のみな

らず、デザイン性、耐久性、量産
性、コスト効率といったバランス
も重視。当社は、それらの需要に
応えるため、ガラス・プラスチック
両素材のウェイブガイドを自社
製造できる数少ない企業とし
て、用途に応じた製品開発を進
めている。それと同時に、電力効
率を最適化するソフトウェア・
ハードウェア技術やディスプレイ
技術の研究・開発、多様な業界
での応用事例の共同開発にも
注力していく。Cellidは“より人

間に身近で、段違いに便利な情報ツー
ルの実現”という理念のもと、国内外の
パートナー企業と連携し、多様な分野で
コード名の展開を進め、ARグラスの可
能性を押し広げ、より豊かな現実拡張体
験の実現を目指していく」と説明した。

　Cellidは、次世代デバイスのARグラ
ス用ディスプレイおよび空間認識エン
ジンの開発を主軸とする事業を展開。
ARグラス用ディスプレイとして、最先端
の光学シースルーディスプレイ方式の
ウェイブガイド（DOE方式）を製造。
Cellid独自の光学シミュレーションと
生産技術で、一般的なメガネレンズと
同等の薄さと軽さ、鮮明な画像、ウェイ
ブガイドで世界最大級の広視野角を
実現したディスプレイモジュール製品
を展開している。またCellid SLAMな
どの空間認識ソフトウェア技術を用い
た、産業別ソリューションの開発、提
供。ARディスプレイのハードウェアの
技術と、現実世界の空間認識のソフト
ウェアの技術を連携し、現実世界とデ
ジタル世界の融合「Blending the P-
hysical and Digital Worlds」を促進
し、より人間に身近で段違いに便利な
情報ツールの実現を主導していく。
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